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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第２四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 19,396,205 40,884,540

経常利益又は経常損失（△）（千円） △318,432 496,437

四半期純損失（△）又は当期純利益（千円） △223,809 261,392

四半期包括利益又は包括利益（千円） △223,809 261,392

純資産額（千円） 13,476,225 12,359,710

総資産額（千円） 44,469,521 46,198,767

１株当たり四半期純損失金額（△）又は１株

当たり当期純利益金額（円）
△17.91 24.78

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 30.3 26.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,583,918 △390,564

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
218,760 △1,269,401

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,087,107 1,674,840

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
7,166,945 7,444,995

　

回次
第18期

第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 26.79

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第17期は潜在株式が存在しないため、第

18期第２四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

４．平成24年10月１日付で株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定

し、１株当たり当期純利益又は四半期純損失金額を算定しております。

５．当社は、第17期第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第17期第２

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 　 なお、当社は、前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期と

の比較分析は行っておりません。

　

(1）業績の状況

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、安倍政権が打ち出した「三本の矢（大胆な金融政策、機動的

な財政政策、民間投資を喚起する成長戦略）」に対する期待感から景況感向上や円高の是正が進み、企業の収益改

善が見られるなど、景気の回復に向けた動きが見られました。

 建築・不動産業界においては、新設住宅着工戸数は、平成25年４月－９月の実績は、総計499,032戸と前年同期

比12.7％増、持家においては、182,940戸（前年同期比13.5％増）、分譲住宅（マンション含む）においては、

136,042戸（前年同期比12.0％増）となり、堅調に推移しました。

 このような中、当社グループにおいては、コーポレートスローガン「For the best life」のもと各事業に取り

組んでおります。本年４月からは、既存住宅の流通に必要な様々な機能（住宅診断、売り手買い手のマッチング、

住宅改修、点検、保証、ファイナンス提案）をワンストップサービスとして提供するサービス「サン住まいリン

グ」を立ち上げ、提携不動産事業者との組織化など当社の展開する全事業との相乗効果を創出する取組みとして注

力し、国土交通省が実施する「平成25年度住宅・建築物省ＣＯ２先導事業」の採択を受けるなど、今後成長が望ま

れる分野の市場開拓を行ってまいりした。また、４月に介護事業運営会社「サンアドバンス株式会社」を設立、８

月にリハビリ型デイサービスセンター１号店「サンアドバンス緑ヶ丘（大阪豊中市）」をオープン、シルバーフレ

ンドリー分野の展開など、将来を見据えた事業発展への布石も着実に打っております。この様な状況のもと、当第

２四半期連結累計期間末の受注残高は29,753百万円となり当社のこれまでの実績と比較して増加しました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績については、受注高28,663百万円、売上高は19,396百万円、営

業損失は198百万円、経常損失は318百万円となり、四半期純損失については223百万円となりました。

  　　　

（セグメント別の概況）　

①住宅事業

 当第２四半期連結累計期間の住宅事業におきましては、４月より当社独自のスマートハウス『スマｅ（スマ

イー）』を発展させたスマートタウン『スマｅタウンUrban 鶴見緑地』（「大阪市先導的都市型エコ住宅供給事業

者募集」プロポーザルにて事業者として選定）の販売を開始しました。本事業では、『スマｅ』のコンセプトであ

る「賢い構造」、「賢く使う」、「賢く暮らす」に加え、大阪市と建築協定を結び「街並み・植栽の維持管理」、

各種生活の困りごとに対応する「生活サポート」、管理組合による「コミュニティ創出支援」を実施し、継続的な

街の維持管理と環境に優しいゼロエネライフを実現する、サスティナブルコミュニティ開発を進めてまいります。

また、全支店において大型販売促進イベント「エコ＆セーフティ住宅まつり」や新築からリフォーム・住替えまで

顧客に合った最高のくらしを提案する「For the best life」キャンペーン、提携不動産事業者協力のもと、新築

はもとより土地選びから不動産売却まで住まいのあらゆるニーズにお応えする「ぴったり住まい発見フェア」を開

催し、新たな見込み客の獲得と受注促進に努めました。

 賃貸福祉住宅につきましては、高齢者向け福祉施設での設計仕様標準化を進め、営業提案力向上、効率的業務推

進・高レベルでの品質確保による受注体制の拡大を行い、サービス付高齢者向け住宅等大型物件の受注が堅調に推

移しました。また、都市部において相続税改正を踏まえた賃貸併用住宅の提案により受注が増加しました。

 リフォームにおいては、住宅の診断システム「住まいのドック」の見学会を実施し、エンドユーザーはもとよ

り、既存住宅流通時の活用のため、不動産事業者等への理解を深め、広く今後の普及・促進に努めました。「定額

リノベーションシステム」の普及・定着による受注単価の向上、コスト低減、業務効率化を目的とし、全社での原

価統一と見積もりシステムの導入を推進しました。また、エコ・エネルギー分野としては、住宅用の小規模な太陽

光発電システムだけでなく、産業用の中・大規模システムにも取り組み、低層アパートオーナー等に対する10～50

ｋW程度のシステム提案や、事務所・工場・倉庫の屋根、土地設置型の大規模太陽光発電システム受注に努めまし

た。さらに将来の受注拡大のため、品質・コストバランスに優れたオリジナルブランド「so-Life（ソーライ
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フ）」を発売し、パッケージ部材での販売基盤構築にも取組みました。この様な状況のもと、第２四半期連結累計

期間末の住宅事業の受注残高は13,215百万円となり当社のこれまでの実績と比較して増加しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の住宅事業の経営成績につきましては、受注高14,573百万円、売上高

11,424百万円、営業利益120百万円となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②マンション事業

　当第２四半期連結累計期間のマンション事業におきましては、今期竣工予定の大型物件「サンメゾン香里園エル

グレース」総戸数260戸や「サンマークス大日ステーションレジデンス」総戸数296戸等の販売に注力してまいりま

した。また、「エコ＆セーフティ」という当社企業コンセプトを具現化するため、都市の低炭素化（CO2排出抑

制）を目的に平成24年12月４日に施行された「低炭素住宅認定」と「防犯優良マンション認定」の二つを取得した

マンション販売を開始し、エコ・エコノミーで安心・安全なマンション提供に取り組んでおります。竣工前完売物

件「サンメゾン南堀江ゲート」・「サンメゾン三国ヶ丘ゲート」の竣工や、マンション事業用地の企画コンサル型

事業への取り組みも行い、当第２四半期連結累計期間末のマンション事業の受注残高は、16,537百万円となり当社

のこれまでの実績と比較して増加しました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間のマンション事業の経営成績につきましては、受注高14,041百万円、売上

高7,922百万円、営業利益200百万円となりました。

　　　　　

③その他

　　　　住宅販売に付帯する保険代理店事業等が中心となっているその他の売上高は48百万円、営業利益７百万円となり

ました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結累計期間末の総資産額は、44,469百万円となり、前連結会計年度末と比較し1,729百万円の減

少となりました。主な要因は、現金及び預金678百万円、販売用不動産2,806百万円の減少、不動産事業支出金

1,571百万円の増加等によるものです。

負債総額は30,993百万円となり、前連結会計年度末と比較し2,845百万円の減少となりました。主な要因は、支

払手形及び工事未払金等4,154百万円の減少、有利子負債762百万円、未成工事受入金375百万円、前受金476百万円

の増加等によるものです。

純資産総額は、13,476百万円となり、前連結会計年度末と比較し1,116百万円の増加となりました。要因は、当

社株式上場に伴う新株の発行により、資本金670百万円及び資本剰余金670百万円の増加等によるものです。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

　　　　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッ

シュ・フロー2,583百万円の支出、投資活動によるキャッシュ・フロー218百万円の収入、財務活動によるキャッ

シュ・フロー2,087百万円の収入となり、当第２四半期連結会計期間末には7,166百万円となりました。

　

　　　　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは2,583百万円の支出となりました。その主な

内訳は税金等調整前四半期純損失321百万円、売上債権の減少552百万円、たな卸資産の減少1,030百万円、仕入債

務の減少4,154百万円などであります。たな卸資産についてはマンション事業における新規物件の売却等によるも

のであります。

　　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは218百万円の収入となりました。その主な内

訳は、定期預金400百万円の払戻による収入（純額）、有形固定資産の取得による107百万円の支出などでありま

す。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは2,087百万円の収入となりました。その主な

内訳は、短期借入金1,212百万円の増加（純額）、長期借入金409百万円の返済（純額）、社債40百万円の償還、株

式の発行にる収入1,324百万円などであります。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において当社グループが対処すべき課題について重要な変化はありません。

　

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は66百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において研究開発活動の状況に重要な変化はありません。

　

 　 (6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期連結累計期間において当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因はありません。現在、当

社は、これまでの事業を加速する重点プロジェクトとして「ライフサポート」、「リニューアル流通」、「シル

バー・フレンドリー」、「エコ・エネルギー」、「サスティナブルコミュニティー開発」を推進しております。本

取組みにより、社会が必要とする『オンリーワンカンパニー』を目指し、『For the best life』を実践してまい

ります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,620,000 12,620,000
東京証券取引所

市場第二部　
単元株式数100株

計 12,620,000 12,620,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 12,620,000 － 5,945,162 － 2,945,162
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（６）【大株主の状況】

　 　　　　　　　　平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

オリックス株式会社 東京都港区浜松町二丁目４－１ 2,100,000 16.64

セコム株式会社 東京都渋谷区神宮前一丁目５番１号 2,000,000 15.84

株式会社ＬＩＸＩＬ 東京都江東区大島二丁目１－１号 2,000,000 15.84

関西電力株式会社 大阪市北区中之島三丁目６番16号 1,530,000 12.12

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８－11号 487,100 3.85

株式会社クレディセゾン 東京都豊島区東池袋三丁目１－１ 300,000 2.37

株式会社竹中工務店 大阪市中央区本町四丁目１－13 200,000 1.58

ＮＶＣＣ６号投資事業有限責任組合 東京都港区赤坂七丁目１－16 198,000 1.56

MSIP  CLIENT  SECURITIES
（常任代理人　モルガン・ス
タ　　　　　　　　　　　　　　
ンレーMUFG証券株式会社）　

25 CABOT

SQUARE,CANARYWHARF,LONDON　E14　

4QA,U.K.

（東京都渋谷区恵比寿四丁目20－３）

164,200 1.30

サンヨーホームズ従業員持株会 大阪市西区西本町一丁目４番１号 148,561 1.17

計 － 9,127,861 72.32

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　－ － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　  12,619,300 126,193 －

単元未満株式 普通株式          700 － －

発行済株式総数 12,620,000 － －

総株主の議決権 － 126,193 －

　

②【自己株式等】

　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

　

２【役員の状況】

　当該事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて作成しております。

 なお、当社は、前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、比較情報は記載

しておりません。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,194,995 10,516,945

受取手形・完成工事未収入金等 1,305,321 753,188

販売用不動産 4,426,558 1,620,473

未成工事支出金 101,302 219,561

不動産事業支出金 23,417,874 24,989,597

その他のたな卸資産
※2 173,564 ※2 259,311

前払費用 389,918 591,861

繰延税金資産 441,975 589,924

その他 159,052 274,463

貸倒引当金 △4,679 △3,080

流動資産合計 41,605,884 39,812,247

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,135,803 2,146,066

土地 924,316 918,881

その他（純額） 91,505 103,281

有形固定資産合計 3,151,625 3,168,230

無形固定資産

ソフトウエア 39,018 33,461

その他 4,128 4,030

無形固定資産合計 43,146 37,491

投資その他の資産

投資有価証券 377,849 439,758

繰延税金資産 673,870 650,198

その他 395,566 392,270

貸倒引当金 △49,175 △30,674

投資その他の資産合計 1,398,110 1,451,552

固定資産合計 4,592,882 4,657,274

資産合計 46,198,767 44,469,521
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 10,310,622 6,156,059

短期借入金 1,075,000 2,287,000

1年内返済予定の長期借入金 6,121,000 10,537,000

1年内償還予定の社債 80,000 80,000

未払費用 600,055 499,567

未払法人税等 191,216 43,642

未成工事受入金 745,966 1,120,991

前受金 806,976 1,283,859

賞与引当金 336,718 283,588

完成工事補償引当金 157,600 177,100

その他 792,082 764,819

流動負債合計 21,217,238 23,233,627

固定負債

社債 80,000 40,000

長期借入金 10,595,000 5,770,000

退職給付引当金 1,456,776 1,469,659

役員退職慰労引当金 153,285 147,651

その他 336,757 332,358

固定負債合計 12,621,819 7,759,668

負債合計 33,839,057 30,993,296

純資産の部

株主資本

資本金 5,275,000 5,945,162

資本剰余金 2,941,634 3,611,796

利益剰余金 4,143,075 3,919,266

株主資本合計 12,359,710 13,476,225

純資産合計 12,359,710 13,476,225

負債純資産合計 46,198,767 44,469,521

EDINET提出書類

サンヨーホームズ株式会社(E27273)

四半期報告書

11/19



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 19,396,205

売上原価 15,159,415

売上総利益 4,236,789

販売費及び一般管理費
※ 4,434,889

営業損失（△） △198,099

営業外収益

受取利息 8,103

受取手数料 12,483

受取賃貸料 17,260

その他 18,687

営業外収益合計 56,534

営業外費用

支払利息 140,156

その他 36,710

営業外費用合計 176,867

経常損失（△） △318,432

特別利益

固定資産売却益 275

特別利益合計 275

特別損失

固定資産除却損 3,573

特別損失合計 3,573

税金等調整前四半期純損失（△） △321,730

法人税、住民税及び事業税 26,355

法人税等調整額 △124,276

法人税等合計 △97,920

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △223,809

四半期純損失（△） △223,809
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △223,809

四半期包括利益 △223,809

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △223,809

少数株主に係る四半期包括利益 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △321,730

減価償却費 81,326

賞与引当金の増減額（△は減少） △53,130

受取利息 △8,103

支払利息 140,156

売上債権の増減額（△は増加） 552,132

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,030,356

仕入債務の増減額（△は減少） △4,154,562

未成工事受入金の増減額（△は減少） 375,024

前受金の増減額（△は減少） 476,883

その他 △401,895

小計 △2,283,542

利息の受取額 8,301

利息の支払額 △142,912

法人税等の支払額 △165,765

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,583,918

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,550,000

定期預金の払戻による収入 2,950,000

有形固定資産の取得による支出 △107,866

投資有価証券の取得による支出 △59,671

その他 △13,700

投資活動によるキャッシュ・フロー 218,760

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 1,212,000

長期借入れによる収入 1,865,000

長期借入金の返済による支出 △2,274,000

社債の償還による支出 △40,000

株式の発行による収入 1,324,828

その他 △720

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,087,107

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △278,049

現金及び現金同等物の期首残高 7,444,995

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 7,166,945
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　保証債務

住宅ローン及びつなぎローン利用による当社住宅購入者のために当社が金融機関に対して保証している金

額は次のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）

当第２四半期連結会計期間

（平成25年９月30日）

顧客（住宅資金借入債務） 3,540,693千円 2,800,408千円

　　　

※２　その他のたな卸資産の内訳は次のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

製品 5,050千円 5,411千円

半製品 99,799 179,133

仕掛品 3,909 8,183

原材料 64,583 66,284

貯蔵品 220 297

 

（四半期連結損益計算書関係）

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

広告宣伝費 1,157,853千円

給料手当 1,426,407

賞与引当金繰入額 211,437

役員退職慰労引当金繰入額 17,767

退職給付費用 47,274

完成工事補償引当金繰入額 26,250

減価償却費　 11,306

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 10,516,945千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △3,350,000

現金及び現金同等物 7,166,945
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　　該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成25年４月８日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による

新株式発行1,800,000株（発行価格700円、引受価額647.50円、資本組入額323.75円）により、資本金及び資本

準備金がそれぞれ582,750千円増加しております。

また、平成25年５月８日を払込期日とする有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連

した第三者割当増資）による新株式発行270,000株（割当先野村證券株式会社、割当価格647.50円、資本組入

額323.75円）により、資本金及び資本準備金がそれぞれ87,412千円増加し、第２四半期連結会計期間末におい

ては資本金が5,945,162千円、資本準備金が2,945,162千円となっております。

　　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

　　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

　
 報告セグメント  その他

（注）１　
合計

調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）３　
住宅事業

マンショ
ン　事業　

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 11,424,761 7,922,766 19,347,527 48,678 19,396,205 － 19,396,205

セグメント間の内部売上

高又は振替高
37,787 － 37,787 － 37,787 △37,787 －

計 11,462,548 7,922,766 19,385,315 48,678 19,433,993 △37,787 19,396,205

セグメント利益 120,330 200,626 320,956 7,179 328,136 △526,236 △198,099

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理店事業等を

含んでおります。

　        ２．セグメント利益の調整額△526,236千円の内容は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 17円91銭

（算定上の基礎） 　

四半期純損失金額（千円） 223,809

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 223,809

普通株式の期中平均株式数（株） 12,496,557

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。　　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書　

　 　 平成25年11月８日

サンヨーホームズ株式会社 　 　

取　締　役　会　　 御中 　 　

 

　 有限責任監査法人トーマツ 　

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 木村　文彦　　印 　

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 池田　賢重　　印 　

 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンヨーホーム

ズ株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日

から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

  

監査人の責任  

  当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

  

監査人の結論  

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンヨーホームズ株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

  

利害関係

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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